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●世界同時不況に対する「緊急経済対策本部」のほか、「新型インフルエンザ」
や｢東日本大震災｣等に対応。特別相談窓口の設置など、影響を受ける中小企業
を支援。

●支部における巡回訪問件数37,000件。窓口相談件数23,000件。

●｢経営革新塾｣や「創業塾」を開催。日本生産性本部「実効力ある経営」認証評
価制度／継続・導入認証8社。経営革新計画認証21件。創業塾に121名参加。

●商店観光ツアー、商店街の実態調査や販売促進支援活動、イベント支援等を
実施。

●「ジョブ・カード制度」「合同就職面接会」「新卒者向け合同企業説明会」
「新現役チャレンジ支援事業」等人材マッチング事業を実施。

●販路開拓市をはじめ会員企業の販路拡大支援事業を展開。

●ビジネス交流ミッションの派遣（台湾、UAE、サウジアラビア）、貿易・投資
関連セミナーの開催など海外ビジネス展開支援事業を展開。

　企業活力の創出1

●少子高齢化やデフレ経済の浸透などに対応しつつ、経営戦略や新分野進出など
個別・専門的な経営課題への支援にさらに取り組む必要がある。

●商談・ビジネスマッチング事業に対する中小企業からのニーズは強いため、今
後も様々な切り口・テーマによる商談機会の拡充が求められる。

●取引照会の件数及びマッチングの精度を高めるため、ニーズ内容に見合うシー
ズ情報の収集に努め、提案力をさらに高める必要がある。

●急増・多様化する海外ビジネス支援ニーズに対応するため、中小企業の海外展
開に関する総合的・体系的な支援体制の構築が求められる。

主な成果
●会員企業と医療関連企業のマッチング事業、ヘルスケア産業に関する調査等を実施。
●KOBEデザイナーズネット創設。会員企業とのマッチング事業を実施。
●全国商工会議所観光振興大会を開催、約1,700名が参加。
●各種観光ガイドブック・マップ作成などホスピタリティ向上運動を推進。
●関西3空港懇談会で関西3空港の一元管理で合意。
●阪神港（神戸港、大阪港）として国際コンテナ戦略港湾に選定。

　都市力の創造2
主な成果

●神戸医療産業都市構想への地元企業の参画や、デザイナーと企業とのビジネスマッ
チング等を一層増加させる必要がある。
●国内外の観光客誘致に向けて、観光資源の発掘・効果的な周知に努めるとともに、近
隣の商工会議所等と連携を深め、広域的な取り組みを強化することが求められる。
●神戸空港の運用規制の緩和及び関西3空港の一体運用を目指し、引き続き取り組む
必要がある。
●神戸港の国際的地位を高めるため、機能強化や利用促進に引き続き取り組む必要が
ある。

今後の課題

今後の課題

●各種異業種交流会の運営、新たな交流グループの設置等
●会報誌やＨＰ等による情報発信のほか、支部通信（KCCI CROSS）やHP・ポータ
ルサイト「神戸ビジコレ」を新たに発行・開設。
●地域経済や中小企業の振興等38件の要望・提言を取りまとめ関係先へ提出。

　会員組織力の発揮3
主な成果

●会員数を維持・拡大するとともに、会員満足度の向上を図るため、より魅力ある事
業展開や会員目線に立ったサービスメニューの見直しに取り組む必要がある。
●会員企業の交流事業に対するニーズは高いため、交流機会を一層増加させるととも
に、参加しやすい環境づくりに努めることが求められる。
●地域経済の現場に立脚した政策提言・要望活動を行うため、独自の調査機能、情報
収集力をさらに高める必要がある。

今後の課題
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はじめに

　グローバル化や少子高齢化の進展、地球環境問題の深刻化、世界

的な都市間競争の激化など、地域経済や企業経営を取り巻く環境は、

かつてないほど激変している。

　社会経済情勢が急速に変化するなか、我々商工会議所が本来の使

命・役割を果たしていくには、こうした時代の流れを的確に捉える

とともに、会員や地域ニーズに基づいた事業を柔軟かつ積極的に取

り組んでいくことが求められる。

　このような認識の下、神戸商工会議所では、昨年の大橋会頭によ

る新体制発足を機に、これまでの活動成果を総括した上で、神戸経

済の将来像を見据え、当商工会議所が取り組むべき事業などについ

て、2013年度を目途とする3カ年の中期行動計画を取りまとめた。

　本計画の策定にあたっては、神戸市内の地域キーマンや主要業界

との懇談会等を通して様々な意見を集約し、出来る限りそれらを反

映することに努めた。

　今後、当商工会議所は、本計画に定めた方針・事業プランに沿っ

た事業計画を年度毎に策定し、目標達成に向けて積極的な事業活動

を展開していく。



地域経済を取り巻く情勢の変化

（参考）「JOINT ACTION08-10」（平成20年～22年）の成果と課題

1
神戸経済の発展に向けた方向2
活動テーマ「世界に通じる神戸を目指して」3

事業推進に向けた組織基盤の整備5
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1 地域経済を取り巻く情勢の変化

ジアを中心とする新興国の台頭や環

境・エネルギー問題の顕在化、グローバ

ルな産業競争の激化など、世界経済の潮流が

大きく変化するなか、3月11日に発生した東日

本大震災は、デフレや消費低迷が続く日本経

済に大きなダメージを与えた。

在、震災で落ち込んだ経済活動は正

常化しつつあるが、原発事故を契機と

する電力不足に加え、欧米経済の減速や歴史

的な円高が企業経営の重しとなり、国内産業

の空洞化や雇用の悪化など、地域経済にも大

きな影を落としている。

方、経済のボーダレス化が都市間に

おける世界的な競争をより熾烈なもの

にしており、アジアの諸都市が台頭するなか、グ

ローバルな視点から人と企業を呼び込む都市

戦略の優劣が問われる時代となっている。
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